
Ductalは反応性微粉末コンクリート（Reactive Powder Concrete）と鋼繊維（又は有機繊維）からなり、超

高強度と高靭性を両立させた画期的な材料です。このDuctalを構造物に適用する場合、従来のコンクリートとは

比較にならないほどの軽量化や耐久性を考慮した設計が可能となります。

本研究はDuctalの特徴の一つである引張軟化特性を最大限に生かすための設計手法に関する研究です。

小型曲げ試験結果を基に、逆解析によりひび割れ発生以降の軟化曲線を求めています。この軟化曲線をファイバー

モデルに適用し、梁部材の載荷実験のシュミュレーションを行い、軟化曲線が部材の曲げ耐荷機構に大きな役割を

果たしていること確認しました。

Ductalの引張軟化曲線を提案し、これとファイバーモデル・ＦＥＭモデル等の構造解析手法を組み合わせること

で、Ductalの特徴を生かした合理的な構造設計が行えることを示しました。
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